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開会 
時  刻 午後 ３時３０分 

宣 言 者 委員長 

選挙 
議案番号 件       名 

  

付議事件 

（１件） 

議案番号 件       名 

議案第１６号 
教育委員会の事務の管理及び執行状況に関する点

検・評価の議会報告について 

  

  

  

  

  

報告 

（３件） 

記  号 件       名 

 平成２３年度新潟市奨学生等の選考結果について 

 新潟市立学校の施設の開放に関する使用料について 

 公民館の使用料について 

  

  

  

協議題 

（ 件） 

記  号 件       名 
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第１ 開会宣言 

○委員長 午後３時３０分開会を宣言する。 

第２ 会議録署名委員の指名 

○委員長  佐藤委員、沢野委員 両委員を指名。 

第３ 付議事件  

○委員長  議案第 16 号「教育委員会の事務の管理及び執行状況に関する

点検・評価の議会報告について」、教育総務課お願いいたします。

○教育総務課長  資料の１ページからでございますが、議案第 16 号「教育委員

会の事務の管理及び執行状況に関する点検・評価の議会報告に

ついて」ご説明いたします。７月の定例会でご説明させていた

だきましたが、資料の３ページの下側の枠の中に記載のとおり、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定により、教育

委員会は毎年事務の管理及び執行状況に関する点検・評価を実

施し、その報告書を議会に提出することが義務づけられており

ます。報告書の内容につきましては、７月の定例会でご協議い

ただきましたので、重複する説明は省略させていただき、その

際に委員からいただきましたご意見をもとに、事務局で修正い

たしました部分のみ、ご説明させていただきます。 

 14 ページでございます。３の教育ビジョン推進委員からの主

な意見・要望と教育委員会の対応の中ほどの施策２－（２）の

「体験活動・ボランティア活動の支援」の部分でございます。

ジュニアレスキューについて、教育ビジョン推進委員からの要

望に対する教育委員会の対応の記載がない、また中身が分から

ないというご意見をいただきまして、修正いたしました。ジュ

ニアレスキュー隊についてですが、地域の防災活動での活躍が

期待される中学生、高校生を対象に、防災意識と技術を身に着

け、地域防災力の向上を図ることを目的として、市長部局の危

機管理防災課が中心となって、自主防災組織や消防局などと協

力し、ジュニアレスキュー隊を結成しているものでございまし

て、学校とも連携して定期的に心肺蘇生法や応急手当の訓練、

応急担架の作成や患者搬送訓練等の講習会を各地で実施してお

りますので、その旨を簡潔に記載させていただきました。修正

箇所はこの部分だけでございます。 

 なお、この報告書は９月８日から開会予定の９月市議会に報

告するとともに、ホームページ上に掲載し、公表する予定でご

ざいます。説明は以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 
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○委員長  ありがとうございました。この件につきまして、以前、佐藤

委員から出ておりますけれども、いかがでしょうか。 

○佐藤委員  結構です。 

○委員長  ありがとうございました。 

第４ 報 告  

○委員長  続きまして、報告に移らせていただきます。「平成 23 年度新

潟市奨学生等の選考結果について」、学務課お願いいたします。

○学務課長  学務課でございます。それでは、資料 18 ページをご覧いただ

きたいと思います。新潟市奨学金と社会人奨学金の平成 23 年度

の奨学生の選考が終わりましたので、報告をさせていただきま

す。 

 はじめに募集ですが、市報にいがたやホームページに掲載し

たほか、学校、区役所などに募集要項を配布した上で、６月 13

日から７月 11 日まで申請を受け付けておりました。資料の１で

ございます。奨学生の選考ですが、選考のため新潟市奨学生等

選考委員会を設けており、平成 23 年度におきましては、選考委

員会は（１）のとおり８月９日に開催しました。選考委員は（２）

に記載の５名の方にお願いしております。選考基準に基づき、

可否について決定していただきました。 

 選考結果については、２に記載のとおりで、（１）の新潟市奨

学金では、140 人募集のところ、125 人の申請があり、選考委員

会では学力基準に達していなかった大学の３人を除き、122 人

を候補者といたしました。なお、学力基準に達していない３人

については、在学中の成績で来年度も申請ができることをお知

らせする文書を送らせていただいております。 

 また、高校の候補者が 12 人いますが、私立高校の就学支援金

の決定が９月上旬ごろになることから、その結果、授業料負担

がある場合に、貸付を行うこととしております。 

 （２）の社会人奨学金では 12 人募集のところ７人の申請があ

り、全員基準に達していましたので、７人全員を候補者といた

しました。学校ですが、医療系が５人、福祉が１人、情報関係

が１人という内訳となっております。 

 以上で、奨学生等選考についての報告を終わらせていただき

ます。 

○委員長  ありがとうございました。 

 今ほどの説明につきまして、ご意見、ご質問等がありました

ら、お願いいたします。 

○佐藤委員  まず、選考の方々の中に、被災地の方々というのはいらっし
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ゃるのですか。 

○学務課長  おりません。 

○佐藤委員  昨年度から比べると出願人数はどうなんですか。 

○学務課長  減っております。昨年 140 人の募集のところ、それを上回る

申請がございましたが、今回は、140 人の範囲内であるという

こと。特に申し上げますと、専門学校のところが、実は募集人

数 30 人のところ 19 人という状況で、ここが大きく下回ってい

るという現状です。 

○佐藤委員  分かりました。ありがとうございました。 

○委員長  ありがとうございました。 

○齋藤委員  すみません、（２）に選考委員の５人のお名前がありますけれ

ども、二人目の方に、元新潟市奨学金制度検討委員と書いてあ

りますが、元というのは現在の方はいらっしゃらないというこ

とですか。 

○学務課長  奨学金制度を立ち上げる際に検討委員ということで、２番目

の方、小野沢さんにお願いしていまして、制度が立ち上がりま

して、引き続き選定委員になっていただいているという意味で、

元をつけております。 

○齋藤委員  毎年、選考委員の方というのは替わられるのですか。 

○学務課長  今回は、一番上の方は替わりましたけれども、小野沢さんに

ついては引き続きお願いしてございます。 

○委員長  小野沢さんは何年くらいやっておられるのですか。 

○学務課長  任期が２年ですので、２期で丸４年ということになります。

○委員長  ほかの方はどうですか。 

○学務課長  ３番目の方につきましては、万代高等学校長の方ということ

になろうかと思います。 

○委員長  よろしいでしょうか。その期間というのが、以前から少し問

題等になっておりましたけれども、この辺に関してはよろしい

でしょうか。 

○齋藤委員  ５人の方で選考されているわけで、あまり１人の方が何期も

続けられるというのは、趣旨からいっても好ましいことではな

いのではないかと。誤解を招きやすいですので、そのところは

少し配慮する必要があると思います。 

○学務課長  市の基準でも最長６年までということでございますので、そ

の指針に基づきまして、選考をさせていただきたいとは思って

おります。 

○委員長  ありがとうございました。続きまして、奨学金の大学院のと

ころですが、ここは何学部が多かったのでしょうか。 
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○学務課長  自然科学系のところが多いです。 

○委員長  ほかに何かございませんでしょうか。ありがとうございまし

た。 

 次の「新潟市立学校の施設の開放に関する使用料について」

と、「公民館の使用料について」は、条例等の公開前ですので、

非公開といたします。定例会を一旦終了した後に非公開案件と

して再開し、報告させていただきます。 

第５ 次回日程  

○委員長 次回の日程について説明を求める。 

○教育総務課長 

 

 ９月定例会は、９月６日（火）午後３時 30 分から、10 月定

例会は 10 月 17 日（月）午後３時 30 分からでお願いしたい。 

第６ 閉会宣言  

○委員長 

（非公開部分） 

午後４時２０分、閉会を宣言する。 

（報告案件 

 新潟市立学校の施設の開放に関する使用料について 

公民館の使用料について          報告する。） 

  

以上、会議のてん末を承認し、署名する。 

  

署名委員  

  

署名委員  

  

 


